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１．上総地区の人口動態
１９９５年（平成７年）以降、当該地区では、人口減少が続いており、将来にわたってこの傾向が続くと見込まれ
ている。

２０５０年の人口推計とピーク時人口の１９９５年を比較すると、年少人口は１０．９％、生産年齢人口は２４．５％
に減少する。また、高齢者人口（後期高齢者人口を含む）は、２０３０年頃にピークを迎え、それ以降は減少する
見込みである。

２０５０年２０４０年２０３０年２０２０年１９９５年

4,6035,2765,8206,26010,835【上総地区】総人口

1,7692,0382,2772,4854,095【久留里地区】

1,7962,0482,2322,3684,162【松丘地区】

1,0381,1901,3111,4072,578【亀山地区】

84101124173610【久留里地区】年少人口

47566996538【松丘地区】（０～１４歳）

34425171365【亀山地区】

6878301,0251,2032,592【久留里地区】生産年齢人口

5126197648972,170【松丘地区】（１５～６４歳）

3454175156041,548【亀山地区】

9981,1071,1281,109893【久留里地区】高齢者人口

1,2371,3731,3991,3751,454【松丘地区】（６５歳以上）

659731745732665【亀山地区】

640654689548365【久留里地区】うち後期高齢者人口

9599811,033821795【松丘地区】（７５歳以上）

450460484385265【亀山地区】

※人口推計値は、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（令和５年推計）」を参照し作成
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２．地理的特性（小櫃・上総地区）

• 小櫃・上総地区は、市の東部に位置し、
小櫃川に沿ったＪＲ久留里線の各駅及び
国道４１０号を軸に既存集落地を形成し、
沿岸域の農地と丘陵部・山地部の森林で
構成されている。

• 首都圏中央連絡自動車道の木更津東ＩＣ
と本地区を結ぶ国道４１０号バイパスの整
備が完了し、交通利便性が高まりつつあり
、沿道には大規模小売店舗や土産物店な
どの立地が進んでいる。

※「君津市都市計画マスタープラン」を参照し作成



３．移動手段別の特性
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移動時刻の選択自由度ルート設定の柔軟性特性

選択されたダイヤに合わせる必要がある。
交通量等の道路状況によるが、一般論として
道路に比較して定時性に優れている。

ルートは固定。変更は極めて困難。大量輸送性、定時性、速達性に優れる。一
方、路線の維持等固定経費がかかるため、
維持のために一定数の乗客が必要となる。

鉄道

設定されたダイヤに合わせる必要がある。
道路状況による影響を受ける可能性がある。

ルートは基本的に固定だが、利用者の意見
や利用実態に合わせて柔軟にルートを変更
することが可能。

数十人規模の旅客を目的地まできめ細やか
に輸送することができる。停留所や運賃設定、
運行主体等の違いにより、「路線バス」「高速
バス」「コミュニティバス」などがある。運転手
不足等により路線の維持や運行便数の確保
が困難になりつつある。

バス

利用者が自由に指定できる。
地域によってはあらかじめ予約が必要なケー
スもある。

利用者が目的地を指定するため、Door to
Doorの移動が可能であり、自由度が極めて
高い。

目的地や利用時間を柔軟に指定できる。し
かし、他の公共交通機関と比較して料金が
高額であることや運転手不足が指摘されて
いる。

タクシー

利用者が自由に指定できる。
事前予約が必要であることが多い。

利用できる地域等が限定されている場合が
ある。

事前予約不要のケースもあるが、予約する
利用者に応じて運行する時刻や経路が変更
可能である。一方で、事前予約が必要である
ことや多様なニーズを拾いきれないなどの
課題がある。

デマンドタクシー

ニーズに応じたダイヤ設定が可能。
事前予約が必要であることが多い。

地区内を自由に運行する形態もありルートは
設定によっては柔軟性を有する。

事業者に依存することがなく、運送事業とし
て成り立たない地域でも導入が可能である。
しかし、地域での担い手がいないと成り立た
ない。

自家用有償旅
客運送

タクシーが不足している時間のみ利用可能で
ある。

利用者が目的地を指定する。タクシー会社による高度な運行管理が可能
である。しかし、運行時間に制限があること
や実施の有無がタクシー会社に依存してい
るなどの課題がある。

日本版ライドシ
ェア

(自家用車活用
事業)

利用者が自由に指定できる。利用者が目的地を指定するため、Door to
Doorの移動が可能であり、自由度が極めて
高い。

移動の時間及び場所を自由に選ぶことが可
能である。しかし、免許の保有が必須である
ことや自家用車保有のコストの発生、安全性
が運転手に依存するなどの課題がある。

自家用車



４－１．上総地区の公共交通の現状
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上総地区では、鉄道ではＪＲ久留里線、自動車交通では千葉市や東京へアクセスする高速バス、地区内
交通を担う「きみぴょん号」などの公共交通が提供されている。

運行状況提供状況区分

【運行会社】 東日本旅客鉄道株式会社
【１日の運行本数（平日・土日祝共通）】
○下り ８本 ○上り ９本
※久留里～上総亀山間：久留里、平山、上総松丘、上総亀山の４駅
【令和４年度利用者数】
・１日平均通過人員：５４人
※国鉄民営化した昭和６２年時点（８２３人）と比較し、９３．４％減少

ＪＲ久留里線
（久留里～上総亀山間）

鉄道

上総地区を運行する鴨川・千葉線（カピーナ号）、鴨川・東京線（アク
シー号）の運行状況は下記の通り
【１日の運行本数（平日）】令和5年4月1日時点
・カピーナ号
〇下り：９本 〇上り：９本
・アクシー号
〇下り：２０本 〇上り：２０本

【令和４年度乗降客数（人／年）】
・カピーナ号 ８，１８３
・アクシー号 １２，１９７
※上記いずれも君津市内の乗降客数

高速バス 有

路線バス 無

コミュニティバス 無

バス



４－２．上総地区の公共交通の現状
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運行状況提供状況区分

【運行会社】
京成タクシーかずさ、さくらタクシー
※上総地区内では２台運行

有タクシー

【運行会社】 君津市（運行委託先：大新東）
【運行区間】 小櫃・上総地区内
【運行日・運行時間帯】
平日：３台
土日祝日・年末年始（１２／２９～１／３）：２台
８時（出発地発）～１８時（目的地着）
※亀山地区は、平日の午前7時30分から午前8時までの間、
通勤者のための運行を行う。

【運行車両】
〇ワゴン型車両（定員１０名）：２台
〇ミニバン型車両（定員５名）：１台
【停留所】 共通乗降場や利用登録された自宅付近
【運賃】
〇利用登録をしている：大人：400円、小中高生・65歳以上：
300円
〇利用登録をしていない：500円
【予約方法】 電話(30分前まで)
【令和5年度利用者数】 10,720人(１日当たり利用者数29.3人)

デマンドタクシー
「きみぴょん号」

デマンド交通

無
自家用有償旅客運送（道路
運送法第７８条第２号）

無
日本版ライドシェア

（道路運送法第７８条第３号）



５．君津市の自家用車の現状
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○ 自家用車保有状況

• 君津市の自家用乗用車（乗用自動車、軽自動車の合計）の保有台数は、６４，６９５台(令和４年
３月末時点)。

• １世帯当たり１．８４台であり、千葉県の１世帯あたり平均保有台数１．１２台に比べ１．６４倍程
度高い。

○ 交通分担率(君津市)

出典：国勢調査（令和２（２０２０）年・平成２２（２０１０）年）



６．上総地区の道路整備の現状
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○ 国道等の整備状況

• 国道４１０号に関しては、君津市広岡か
ら袖ケ浦市高谷までの区間について、安
全な通行と圏央道へのアクセス強化を
図るため、「久留里馬来田バイパス」とし
て整備が進められ、令和６年３月２５日（
月）１４時に全線が開通した。

• 「久留里馬来田バイパス」の開通により、
幅員が狭く、線形不良である現道を回避
する新たなルートで移動時間短縮につ
ながるほか、歩道空間が確保され、歩行
者の安全性向上が見込まれる。

※令和６年２月９日付け千葉県県土整備部道路整備課報道発表資料より作成



７．上総地区の移動実態（アンケート分析）
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○ 交通量
・ 主に通勤通学目的の６時から８時まで、及び１７時から２０時までに一定のボリュームがある。
・ 通院・買物のための散発的な移動があり、９時から１７時までの間に散発的な交通量がある。

○ 移動目的

・「買物」が一番多く、以下「通勤」、「通院」の順となっている。

○ 移動手段

・自家用車が７０～８０％を占める。鉄道利用は３％～５％程度

・全国平均の移動手段分担率※（平日：自家用車が５０％程度、鉄道利用が１４％程度／

休日：自家用車が６４％程度、鉄道利用が８％程度）と比較した場合、自家用車の比率が高い。

※国土交通省 全国都市交通適正調査（R3）「個人属性別・目的別・代表交通手段別・トリップ長ランク別原単位」をクロス集計

○ 潜在的な公共交通のニーズ

・９８人が３年以内に免許返納の意思があると回答

・「通勤」「買物」「通院」について、家族等の送迎で移動しているとの回答は４６４件


